第７９回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　　　平成２３年７月１５日（金）午後６時
２．開催場所　　　　　沼津市魚町１番地サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総員　　　７名
出席委員数    　５名

　　　出席委員氏名　　　清水　義一

千野慎一郎

井上　純代

荻生　昌平

勝又　康充
欠席委員氏名　　　長島　玲美

保坂　典子
放送事業者　　　佐藤　恭平、諏訪部和雄
　　　　　　

４．議　　題
平成２３年７月１３日（金）１９:００～１９：３０　放送
番組名　こちら！本多猪四郎研究所
毎週水曜日の午後７時から７時３０分まで放送している番組。
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しいなかお集まり頂きありがとうございます。本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表に

有りますように毎週水曜日午後７時から７時３０分に放送している番組「こちら！本多猪四郎研究所」です。

この番組は、初代ゴジラ等の作品を監督された本多猪四郎生誕100周年の記念番組として、制作会社ジンケトリオ

が制作した番組です。特撮ファンならずとも本多猪四郎監督作品を知らない世代にも、非常に興味深い番組となっ

ています。本多さんは山形県出身で明治44年生まれ、平成５年にお亡くなりになり今年５月が生誕100週年です。

なお、本日は長島委員、保坂委員の２名が欠席です。

（会社側：佐藤）　それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
（会社側：佐藤）　清水委員長、宜しくお願いいたします。

（清水委員長）　　聴いていて科学技術の50年の歴史を見ているような感じがしました。これはどのような番組ですか。

（会社側：佐藤）　冒頭にご説明しましたように、本多猪四郎監督生誕100周年記念番組として制作された番組です。本多猪四郎作品

　　　　　　　　　の解説、裏話、本多作品に関する音楽のエピソード、また出演者、スタッフによる本多猪四郎氏の人となりを紹介

　　　　　　　　　しています。

（清水委員長）　　それでは勝又さんからお願いします。

（勝又委員）　　　オープニングがゴジラのテーマ曲から始まりますね。あの曲はゴジラだというのはわかりますね。何が始まるんだ

ろうという興味から聴いていて思ったことは、当時の撮影所での裏背景とか細かい設定まで話されています。また

パーソナリティのササキ氏や中島氏のやり取りがどの世代にも聴きやすいため、聴いているうちに作品を見てみた

いと興味をそそられる。昔と今の時代背景を織り交ぜながら、聴き易い番組になっていると思います。

（清水委員長）　　つぎに井上さんお願いします。
（井上委員）　　　私にはここまでマニアックとは思わなかった。子供の観るものだとしても、さまざまな事が織り込まれていたこと

を気付づかされました。かなりマニアックなので聴く方はどうなんでしょうね。出てくるゲスト俳優もほとんど名

前も知らない人で、監督の名前も知らない。どういう方が聴くのでしょうか。しかし番組の最初に番組の紹介、パ

ーソナリティ中島氏の紹介があり、突然聴いた人にもわかりやすいことが良かった。若い世代が聴いても楽しめる

ように進行役ササキ氏の軽い乗りのトーク、中島氏の落ち着いた感じ、そして女性パーソナリティがあまり口を挟

まず落ち着いたトークで、全体的に良いバランスが取れていると思います。

ラジオなのでササキ氏の過剰な相槌（ウン、ウン）が気になった。個人的にはハイとしたほうが良いのではないか

と感じた。ただ、話にちょっとついていけない感じでした。

（清水委員長）　　続いて荻生さんお願いします。

（荻生委員）　　　私は、当時の作品は全く観た事が無く興味も無かった。音楽はどこかで聴いたことがある程度です。映像でイメージ

が強い方が音声だけでイメージを再現する。音楽とか記憶で自分の頭の中で再現する。だから作品を知っている方は

いいと思いますが、全く聴いたこともなく観たこともない。ましては俳優の名前から監督の名前もよくわからない。

しかし漫画とかアニメなどは時代の先取りとか、科学の未来を描いているいろいろのものが当時あった。一歩先を読

んでいるアニメと思うが、あまりよくわかりません。

（清水委員長）　　それでは千野さんお願いします。

　（千野委員）　　　私は学生時代東宝撮影所砧で、特殊撮影のセットを作るアルバイトをしていましたので本多監督にお会いしている。

まさか、今日ここで本多猪四郎監督生誕100周年記念番組を聴くとは思いもよらなかった。番組に関する印象として

は当時を知る人にとっては宝物のような番組なのでしょう。

　　　　　　　　　　　　しばし、本多猪四郎監督が活躍した当時の出来事に話が弾んだ
　　　（清水委員長）　　今回はかなり難しい番組でしたが他にご意見等がなければ、次回の審議会は９月９日 金曜日に開催したいと思います。

（会社側：佐藤）　ありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２３年９月９日（金）午後６時より行う。
様式６－２








